

































































































































どう思っているかは分からない）が、薄ら笑いを浮かべる等の不発が無い限り “ 謝罪 ” と
見なすほかなく、見かけの意図、“ 言われたこと ” だけで実
プラグマティック
用的には十分である、と7）。




たときに意味＝志向性に基づき当人に帰属させられるのが “意図 ” である。しかし、結論





とってはむしろその反覆の原理である “意図 ” を据えた、というものである。一見すれば




















な、“ 心のこもった ” 型の決まり文句であろう。だとすれば、本人が心からのものだと信





















つまり、誠実性条件に従っている人々は実質的には何もしておらず、“ 決まり文句 ” に
実質を与えて誠実にすると思われた根拠は実は使われていないか、そもそも使いものにな












































































































































しかし、その見えざる《台本》が “台本 ” として、うっかり意識されてしまったらどう











































はそれ（と、その中に生きる “ 自己 ”）が直接に装われねばならない対象となるからであ
る。彼は聞き手としても同様に、我々の真面目な／不真面目な言語行為が「こう言うこと
になっている」ものにしか聞こえない。だが、それは彼が〈誠実〉さの山括弧をつける能


























































  3） 本論文では言語行為の形式に引用符 “” を、その実質に山括弧〈〉をつける表記法を一貫して用い
ることにする。また、通常の意味での演技と区別された《演技》の根源性（言語習得との連続性）と
全般性とを二重山括弧《》で表し、〈誠実〉に対する先行性と、“演技 ” への変質可能性〈→ ‘ とを併
せて示している。また、通常の意味での（経験的な）〈誠実〉 ─ “ 演技 ” という対立とは異なり、この
根源的な《演技》性は、その対立項としての《真面目》さが存在しないような全般的な《不真面目》
さでもある。
  4） 例えば Searle（1969＝ 1986：108）を参照。実は、誠実性条件は論争において明示的に言及された
ことはないのだが、野家（1993）や高橋（1986）において主題的に言及されており、本論文もこれを
重視している。
  5） 意図 ─ 志向（vouloir-dire）の充実のない記号はありうるが、意味作用（significasion）のない記号
はありえない（Derrida，1967＝ 2005：訳註（46）を参照）。
  6） 論争におけるこの区別の混同を指摘するものとして、宮坂（2006，170f）を参照。
































































また、意図 ─ 志向という概念の出自は、この非 ─ 非誠実性の実体化であると考えられる。この点につ
いては（浅野（1996）によるゴフマンの「役割距離」を説明を借りて）、〈言わんと欲すること〉の実
体性は自分の口が ”言ったこと ”に対する乖離においてしか存在しえず、その差異がない限りは虚構
の “意図 ” は没入され、〈意図 ─ 志向〉は完全に消えてなくなるという一種の〈自己〉喪失が起こる、
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